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この写真は、郡山駅で発車を待つ磐越西線の特急「あかべこ号」です。会津若松への日帰り出張の際に撮影し

ました。列車は郡山から会津若松を経て喜多方までを結びます。磐越西線には、かつて上野駅から急行「ばんだ

い」が直通運転され、また郡山・会津若松方面へ向かう特急「あいづ」も活躍するなど、首都圏と会津地方を結

ぶ優等列車の歴史がありました。東北新幹線開通後、それらの列車が姿を消してからは長らく優等列車の設定が

なく、普通列車や快速列車だけの路線となっていました。今年になって「あかべこ号」が運転を開始し、磐越西

線には久しぶりに「JR特急」が復活したことになります。

しかし、郡山駅ホームで初めて目にした時は、「これ、本当に特急なの？」と思わず目を疑いました。車両は

キハ 110系気動車で、外観だけを見ると八高線や地方ローカル線で活躍する一般形気動車そのものです。しかし

前面の種別表示には確かに「特急」と掲げられ、全車指定席で乗車には特急券が必要です。実際に乗ってみると、

その印象は大きく変わりました。車内には特急用のリクライニングシートが並び、停車駅も少なく、力強い加速

で磐越西線を軽快に走り抜けます。ローカル列車の外観からは想像できないほど快適で、磐梯山が見えると車掌

さんの案内もあり、移動そのものが楽しめる列車でした。

郡山から会津若松までは電化区間ですが、その先の会津若松～喜多方間は近年非電化になったため、直通運転

には気動車が欠かせません。その条件を生かして誕生したのが、この特急「あかべこ号」です。外見は見慣れた

キハ 110 系でありながら、中身は正真正銘の特急列車という意外性が大きな魅力です。現在の JR 東日本では、

定期運転される気動車特急として、おそらく唯一の存在でもあり、磐越西線に優等列車の歴史が再び刻まれ始め

たことを実感させてくれる、たいへん印象深い姿でした。

（2026年 7月下旬／JR郡山駅）


